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　令和４年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　昨年は新型コロナウイルス感染拡大に伴い断続的に緊急事態宣言等が発令され、経済活動
の制限と緩和が繰り返される状況が続きました。そうした中、サービス業など一部の業種で
は引き続き厳しい状況が続いているものの、足下の国内景気は緩やかに持ち直しているほか、
ワクチン接種率が上昇する中で、経済活動が抑制されるリスクも低下しつつあると思います。
新型コロナウイルスの感染状況や世界的な半導体等部品供給不足、原材料価格の高騰など
の状況を注視することが必要ですが、今後は、コロナ禍で傷んだ経済を再興し、力強い経済
成長につなげていくことが重要です。
　このため、経済産業省としては、カーボンニュートラルの実現、デジタル化が進展する中で
の経済・社会運営、人材活躍といった新たな動きを社会全体に浸透させるとともに、経済の
仕組み・構造を、多様性と変化への柔軟な対応ができるものへと、また、レジリエンスを持っ
たものへと転換させ、持続可能な経済を目指して取り組んでまいります。同時に、引き続き、
コロナ禍で厳しい状況にある企業、特に中小・小規模事業者の雇用を守り、事業を継続する
ための支援を行ってまいります。
　中部経済産業局としても、地域企業の生産性の向上と当地域全体の付加価値向上に向け
て、当地域の経済構造を成長を持続できるものへ転換していくことが重要と考えております。
デジタル化やカーボンニュートラルなど大きな変化が速いスピードで進展していく中、当地域
の基幹産業である自動車関連産業を始めとするものづくり産業、更には商業・サービス関連
産業などにおいても、経営トップがリーダーシップを発揮し、新規領域への挑戦や新たなサー
ビスの創出などに果敢に取り組み、自らを変革していくことが求められていると思います。当
局としても、地域の関係者とも協力し、DX 推進やデジタル人材育成、カーボンニュートラル
に向けた取組み、スタートアップが持続的に創出・成長していくスタートアップ・エコシステム
の構築、地産地消型エネルギーシステムの活用、多様な人材の活用・活躍など新たな時代へ
の対応に向けた支援に全力を挙げて取り組んでまいります。
　さらに、事業継続等における資金繰りについて万全を期していくことはもちろん、中小・小
規模事業者等の生産性向上のための設備投資促進や新分野展開のための事業再構築等の支
援にも、引き続き、事業者の皆様に寄り添いながら実行してまいります。
　近年頻発している自然災害への対応も重要です。中小・小規模事業者の皆様による防災・
減災の事前対策に関する事業継続力強化計画の策定を引き続き支援し、災害に強いものづく
り産業の構築を目指します。また、災害時における初動体制の確保に向けて、医療機関を始
めとした重要施設や緊急車両等への燃料の安定供給など、行政機関同士で連携しながら皆様
と一体となって取り組んでまいります。
　今年は寅年です。勇猛果敢の精神で、皆様が新しい時代を切り拓いていくことを期待して
おります。本年が皆様におかれましても、地域経済においても繁栄の年になりますよう心か
ら祈念いたしますとともに、経済産業行政への引き続きの御支援と御協力をお願い申し上げ
まして、新年のごあいさつとさせていただきます。

令和４年年頭所感

経済産業省
中部経済産業局長　　田中　耕太郎
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事業報告

　11 月 11 日（木）に、第 10 回目の「研究技術委員会」を開催しました。委員長の東京工科大学 香川 豊 副学長
をはじめ、13 名の委員の方々に出席いただき、コロナ禍を配慮して、オンラインでの参加および密を避けたスクー
ル形式オンサイトで開催しました。
　今年度は、以下の 3 件の研究について報告しました。

１）人工光合成　～水素／酸素分離膜の開発～                                            （材料技術研究所　主任研究員　永野孝幸）
２）AI 的高度画像解析を利用した電子顕微鏡観察技術                                （ナノ構造研究所　上級研究員　穴田智史）
３）Li 過剰系正極材料における Li 脱離界面の原子構造解析                       （ナノ構造研究所　上級研究員　仲山　啓）
　今回もそれぞれの研究に対して、企業の方々からは物づくりの視点、研究機関の方々からは学術面の視点でご評
価をいただくとともに、今後の研究の進め方について忌憚のないご指導、ご助言をいただきました。

　12 月 16 日（木）に、評議員の方への第 10 回目の研究技術等報告会を開催しました。今回は、新型コロナ感染
影響のため、オンラインで実施しました。十倉雅和会長をはじめ評議員の方々 16 名に参加していただきました。
　以下の 3 件の研究トピックスについて報告し、忌憚のないご意見をいただきました。

１）人工光合成　～水素／酸素分離膜の開発～                                            （材料技術研究所　主任研究員　永野孝幸）
２）Li 過剰系正極材料における Li 脱離界面の原子構造解析                       （ナノ構造研究所　上級研究員　仲山　啓）
３） パワーデバイス用ワイドバンドギャップ半導体ウエハ転位の非破壊高速検出
                                                                                                                        （材料技術研究所　主席研究員　石川由加里）

　10 月 5 日（火）に第 2 回目の「JFCC 先端技術セミナー」をオンラインで開催しました。今回は、「ゼロ・エミッ
ション技術とコロナ感染対策をめざした革新材料開発／解析技術」と題して、カーボンニュートラルに向けた取り
組みやコロナ対策が喫緊の課題となっている昨今の状況を踏まえ、JFCC における当該分野での最先端の研究開発の
取り組みとして以下の 2 件を紹介しました。

１）電子顕微鏡を用いた材料解析　～複合評価・解析による課題解決～（ナノ構造研究所　主任研究員　加藤丈晴）
２）超高感度ウイルス検出用磁性微粒子の開発　～セラミック微粒子合成法の応用展開～
                                                                                                                           （材料技術研究所　上級研究員　橋本雅美）
　112 名の多数の方にご参加いただき、それぞれの講演に対して、質問およびコメントをいただきました。

　12 月 3 日（金）に第３回目の「JFCC 先端技術セミナー」をオンラインで開催しました。今回は、「脱炭素イノベー
ションをめざした革新材料開発／解析技術」と題して、カーボンニュートラルに向けた取り組みが喫緊の課題となっ
ている昨今の状況を踏まえ、JFCC における当該分野での最先端の研究開発の取り組みとして以下の 2 件を紹介しま
した。

１）創エネルギー・省エネルギーのための光学薄膜                                     （材料技術研究所　主席研究員　奥原芳樹）
２）Li イオン電池正極開発への応用が期待できる Li 脱離メカニズム解析（ナノ構造研究所　上級研究員　仲山　啓）
　131 名の多数の方にご参加いただき、それぞれの講演に対して、質問およびコメントをいただきました。

第 10 回 研究技術委員会の開催

第 10 回　研究技術等報告会の開催

第２回 JFCC 先端技術セミナーの開催

第３回 JFCC 先端技術セミナーの開催
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事業報告

　11 月 24 日（水）に、愛知県内に拠点をもつ、ものづくり中小企業のパートナーである名古屋市工業研究所・あ
いち産業科学技術総合センター・JFCC の 3 研究機関による研究成果・研究事例の合同発表会をオンラインで開催し
ました。
　今回の合同発表会では、基調講演を名古屋市工業研究所から配信した後、各研究機関における研究開発事例をそ
れぞれの研究機関から同時並行配信し、79 名の方にご参加いただきました。

基調講演　『100 年に一度の大変革に挑む』　～愛知の自動車関連ものづくり中小企業に求められる戦略～
　　　　　  名城大学　経営学部　教授　田中武憲　氏

JFCC の発表（2 件）
１）焼結プロセス高度化支援のためのシミュレーション技術                         （材料技術研究所　上級技師　野村　浩）
２）過熱水蒸気を利用したセラミックス成形体の高速脱脂プロセスの開発
                                                                                                                           （材料技術研究所　上級研究員　和田匡史）

　12 月 8 日（水）～ 10 日（金）の 3 日間にわたり、JFCC が協賛する「第 6 回高機能セラミックス展」が幕張メッ
セで開催されました。コロナ禍での開催ではありましたが、JFCC はコロナ対策を講じたうえで出展しました。
　JFCC の最新研究成果や企業様に広く活用いただける最新試験評価技術を紹介し、昨年度を上回る方々にご来場、
ご相談をいただきました。

３研究機関による合同発表会の開催

第６回　高機能セラミックス展の協賛・出展
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研究成果

謝　辞：本研究は、戦略的イノベーションプログラム（SIP）エネルギーキャリアで実施されたものである。

「太陽光～赤外輻射の光制御」による創エネ / 省エネマネジメントに期待
→ 光の反射 / 透過 / 吸収を操るには、膜素材⇔光学設計⇔積層成膜の連携が必要
→ 熱マネジメント環境下では、高温 in-situ 光物性・耐熱性も重要

Y. Okuhara et al., Solar Energy Mater. Solar Cells 206 (2020) 110304 1-8
特許第 5687606 号、特許第 6535391 号、特許第 6059952 号、特許第 6193688 号

エネルギーマネジメントに貢献する光学薄膜

課  題

解決手段

成果・
優位性

開発例  ：  世界最高の作動温度・変換効率をもつ太陽熱「波長選択吸収膜」

創エネ：太陽熱の高温熱源による CO2 フリー水素合成などに期待
省エネ：熱輻射制御（遮熱 or 加熱）を産業熱プロセスに展開し省エネ / 脱炭素

期待される
市場・応用

発表文献・特許

光⇔熱エネルギー変換膜の開発基盤を展開し新機能の創出へ 
【技術シーズ：光学設計 / 成膜 / 評価の独自ソリューション】

アピール
ポイント
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設備紹介

大気圧走査電子顕微鏡（ASEM）

　本機は液中構造体のナノスケール観察を可能にする特殊な走査電子顕微鏡（SEM）です。通常の SEM では試料は真空
の鏡筒内におかれるため、液体そのものを観察することが不可能です。それに対して本機では試料が鏡筒の真空から分
離された大気下におかれ液相を保持することが可能な構成となっています。SEM 観察は試料台中央の観察窓（隔膜）を
通して倒立型 SEM によって行われますが、対向位置にある光学顕微鏡により同一視野での光学顕微鏡観察も可能です。
　JFCC では本機による液中観察に加えて、新規に電気化学反応システムの構築を現在進めているところであり、今後の
適用分野は生物系試料から電池内反応や腐蝕過程の観察などといった多岐に渡るものと期待ください。
　液中でのナノスケール観察における受託・共同研究にてご利用頂き、皆様の研究開発等にお役立てください。

　JFCC では、原料合成から焼結や成膜・コーティングを実施できる材料試作装置、また、各種材料を加工・評価する高
性能な研究設備を保有し、基礎から応用まで一貫した・体制で研究開発を行っています。これらの試験研究設備を広くご
利用いただくため、皆様に紹介いたします。

ASEM の外観写真と装置概略

研磨液（コロイダルシリカ）の ASEM 像
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特許紹介

1 試料の作製方法およびダメージ層除去装置

本特許は、全固体電池を透過型電子顕微鏡 (TEM)
内で充放電させ、充放電中の電池挙動をその場 (in 
situ) で観察するための試料作製技術を提供しま
す。
集束イオンビーム (FIB) 装置で作製した試料片に、
不活性ガスイオンビームをピンポイントで照射す
ることによって、効率的にダメージ層を除去し、
全固体電池が正常に動作する TEM 用試料を作製
できます。
ナノスケールの電池挙動を観察、評価するのに役
立ちます。

2

本特許は基材上に塗布したセラミックススラリー
の乾燥・脱脂方法に関する特許です。スラリーは、
20 〜 30 体積％の溶媒とバインダーを含むため、
乾燥・脱脂工程で割れや反りが生じることがあり
ます。この特許技術では、スラリーを基材側から
加熱するとともに、乾燥・脱脂で生じたガスの閉
じ込めによるスラリー層の破壊が起こらないよ
う、適切な温度分布を与えることによって、スラ
リー層での亀裂の発生や変形を抑制できます。

3
窒化物系半導体の非極性面のエッチング方
法および窒化物系半導体の非極性面におけ
る結晶欠陥の検出方法

特許第 6890979 号

特許第 6754305 号

特許第 5939882 号

近年、III 族窒化物半導体パワー素子・発光素子
の研究が盛んに行われ、分極効果のない非極性面
を利用することにより、素子の高性能化が期待さ
れています。本特許は、非極性面から結晶欠陥を
簡便に検出する化学エッチング処理技術を提供し
ます。アルカリ金属水酸化物の溶融液に強酸化剤
を添加することで、選択性エッチング反応が促進
され、結晶における種々な成長欠陥および加工欠
陥を顕在化することができます。短時間で安価に
欠陥情報を把握することで、非極性面結晶の高品
質化が加速されます。

4 特許第 6959721 号

本特許は、過熱水蒸気（100℃以上に加熱され
た水蒸気）を利用した炭素繊維強化プラスチッ
ク（CFRP）からの炭素繊維回収に関わるもので
す。表面に凸部を有し所定の形状係数以上である
炭素繊維においては、表面平滑な炭素繊維に比べ
て過熱水蒸気中の表面酸化劣化を抑制することが
できます。これはより過酷な炭素繊維回収処理に
も耐えうる炭素繊維の仕様と処理方法を示すもの
であり、炭素繊維の表面酸化劣化を抑制しつつ、
CFRP から炭素繊維を効率よく回収することに役
立ちます。

5 多孔質アルミナ焼結体及びその製造方法 特許第 6961428 号

本特許は、相対密度 50％、孔径 0.2 〜 1 μ m、
D10/D90 ≦ 2 という非常に鋭い孔径分布を有す
るαアルミナ多孔体およびその製造方法に関する
ものです。従来技術では、低相対密度とサブミク
ロンの孔径をそろえることは困難でしたが、多孔
質球状粒子を原料とすることにより、可能となり
ました。相対密度が低いので、シャープな孔径分
布で高透過率の高性能フィルターとして利用でき
ます。

発明名称 登録番号 内容

＊ 本件に関するお問い合わせ先：研究企画部　服部・山田　　TEL:052-871-3500（代）　FAX:052-871-3599　　E-mail:masateru_hattori@jfcc.or.jp

セラミックス成形体の製造方法及びそれに
用いる製造装置

炭素繊維の熱処理方法

　JFCC 単独保有特許の一部をご紹介致します。　ご活用ください。

JFCC 保有特許の紹介



7

の動きJFCC

2021 年 9 月 30 日付
　嘱託退職
　　材料技術研究所　高信頼性材料グループ　研究員  河合　江美

人の動き

表　彰

○公益財団法人池谷科学技術振興財団
　2021 年度研究助成
　受賞日　　2021 年 6 月 22 日
　受賞者　　小林　俊介
　受賞題目　電子ビーム誘起蒸着法を用いた機能性酸化物成膜手法の開発

○公益財団法人村田学術振興財団
　第 37 回（2021 年度）研究助成
　受賞日　　2021 年 7 月 16 日
　受賞者　　姚　永昭
　受賞題目　多波回析条件下の明視野放射光 X 線トポグラフィーによるβ型 Ga2O3 パワーデバイス内の格子欠陥の
　　　　　　動的観察

○公益社団法人日本セラミックス協会
　第 46 回学術写真賞　優秀賞
　受賞日　　2021 年 7 月 20 日
　受賞者　　姚　永昭
　　　　　　石川　由加里
　　　　　　菅原　義弘
　　　　　　佐藤　功二
　　　　　　横江　大作
　受賞題目　多光子励起 PL による GaN 結晶中の転位挙動の 3 次元可視化

○公益社団法人日本セラミックス協会
　第 46 回学術写真賞　優秀賞
　受賞日　　2021 年 7 月 20 日
　受賞者　　仲山　啓
　　　　　　石川　亮（東京大学）
　　　　　　桑原　彰秀
　　　　　　小林　俊介
　　　　　　本橋　輝樹（神奈川大学）
　　　　　　柴田　直哉（JFCC 客員研究員／東京大学）
　　　　　　幾原　雄一（JFCC 客員主管研究員／東京大学）
　受賞題目　Ca2FeCoO5 における Fe/Co 分布の原子分解能直接観察

○公益社団法人日本セラミックス協会
　第 34 回秋季シンポジウム　先進的な構造科学と分析技術　特定セッション優秀講演賞
　受賞日　　2021 年 9 月 2 日
　受賞者　　仲山　啓
　受賞題目　Ca2FeCoO5 における Fe/Co 分布の原子分解能 STEM-EDX 直接観察
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○公益社団法人日本セラミックス協会
　第 34 回秋季シンポジウム　先進的な構造科学と分析技術　特定セッション優秀ポスター発表賞
　受賞日　　2021 年 9 月 2 日
　受賞者　　大森　雄貴
　受賞題目　走査透過電子顕微鏡を用いた白金表面の原子配列解析

○公益社団法人日本金属学会
　第 37 回優秀ポスター賞
　受賞日　　2021 年 9 月 14 日
　受賞者　　松本　潮
　　　　　　小川　貴史
　　　　　　クレイグ・フィッシャー
　　　　　　北岡　諭
　　　　　　田中　功（JFCC 客員主管研究員／京都大学）
　受賞題目　ボロノイ - ディリクレ分割法を応用した酸化物イオン拡散機構の解析

○公益社団法人日本セラミックス協会
　永年継続会員賞
　受賞日　　2021 年 10 月 10 日
　受賞者　　髙田　雅介
　受賞題目　40 年以上にわたり会員として、セラミックス・材料科学や協会への顕著な貢献への感謝の意を表し

○公益財団法人大倉和親記念財団
　2021 年度（第 52 回）大倉和親記念財団研究助成　一般部門
　受賞日　　2021 年 11 月 30 日
　受賞者　　姚　永昭
　受賞題目　次世代パワー半導体材料における結晶欠陥の非破壊三次元可視化技術の開発

○公益財団法人大倉和親記念財団
　2021 年度（第 52 回）大倉和親記念財団研究助成　若手研究者部門
　受賞日　　2021 年 11 月 30 日
　受賞者　　末廣　智
　受賞題目　レーザー直接加熱によるダイヤモンド粒子分散 SiC 複合材料の創製

ＪＦＣＣニュース第１３３号　　発行日　２０２２年１月１日
　　　　　　　　　　　　　　　発行所　一般財団法人ファインセラミックスセンター　 〒 456-8587　名古屋市熱田区六野二丁目 4 番 1 号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　（052）871-3500（代）　ホームページアドレス　https://www.jfcc.or.jp

Web 見学ページのお知らせ
　JFCC のホームページに Web 見学ページを掲載いたしました。
　JFCC の研究設備や技術紹介を動画でご覧いただけます。
　様々な試験評価を JFCC にご依頼いただいている方も、実際どのような装置で試験をしているのかが、わかるような内
容となっています。

                                                              https://www.jfcc.or.jp/introduction/

JFCC  HPの改訂

の動きJFCC


